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1. 図画工作科の特質に応じた深い学び

1.1. 図画工作科の特質に応じた見方・考え方とは

　図画工作科の学習は，子どもが「〜をつくりたい。」「友達の作品も見てみたい。」という表現や

鑑賞への思いをもち続け，豊かに表現や鑑賞を連続・発展的に行うことを通して図画工作科におけ

る資質能力を育てることができる。

　このような学習を実現するためには，子ども自身が造形的な見方・考え方を働かせることが大切

だと考える。文部科学省は，造形的な見方・考え方を，「感性や想像力を働かせ，対象や事象を，

形や色などの造形的な視点で捉え，自分のイメージを持ちながら意味や価値をつくりだすこと」と

述べている。この見方・考え方を働かせた思考の様子を表現や鑑賞の場面で整理することで，子ど

もの思いに沿った学習指導を行えると考え，表１のように整理した。

　鑑賞する際には「こっちの方は組み合せた形を工夫しているな。形を組み合わせると面白いな。」

と，形や色などの造形的な視点を基に，材料や自他の表現を比較したり，よさや美しさを感じた理

由と関係付けたりしながら特徴を捉える姿が想定される。表現する際には，「自分の作品も形を組

み合わせてつくってみよう。」と，材料や自他の表現と向き合い，造形的な視点と自分のイメージ

を関係付けて自分の表現のイメージをより豊かにする姿が想定される。このような表現や鑑賞を連

続発展的に行うことで，「この材料にはこんなよさがある。」「こんな工夫をすると面白い表現がで

きるな。」と，材料や表現の意味や価値をつくりだすことにつながると考える。

【表１　造形的な見方・考え方について】
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【図１　深い学び　学習過程のイメージ】

1.2. 図画工作科の特質に応じた深い学びとは

　本校図画工作科は教科の特質に応じた深い学びを以下のように定義した。

　子どもが表現や鑑賞への思いをもち，造形的な見方・考え方を働かせながら造形的な視点を基に

表現をしたり，鑑賞をしたりして，さらに造形的な視点を広く深く捉えながら，自ら表現や鑑賞を

連続・発展的に行う学び。

　このような深い学びを行う過程をイメージすると図１のようになる。子どもは，形や色などの造

形的な視点を基に材料や表現を見たり考えたりすることで材料や表現などの特徴を捉えたり，自分

のイメージと関係付けて表現したりすることができ，漠然と感覚的に理解していた造形的な視点を

体験的に理解したり，新たな造形的な視点を理解したりすることができる。このように広く深く捉

えた造形的な視点を基に，さらに高まった表現や鑑賞への思いのもと，表現や鑑賞を繰り返しなが

ら，より豊かになったイメージを表現し，材料や表現などの意味や価値を実感することができる。

2. 図画工作科の特質に応じた深い学びを実現するための学習指導のポイント

　造形的な見方・考え方を働かせた深い学びを実現するために，活動のめあてに着目した。活動の

めあては，子どもの問いに含まれる思いや願いを具現化したものであり，「題材全体や毎時間のめ

あて」や「一単位時間の中の活動のめあて」がある。このようなめあてを，深い学びの過程に合わ

せて，子どもの表現の思いと鑑賞の思いが各過程を通してつながり，造形的な視点を広く深く捉え

ながら豊かなイメージとともに思いが高まるように構造的に設定することで，子どもが「つくりた

い。」や「どうすればできるだろう。」という思いを「ここを工夫しよう。」や「さらに工夫したい。」

と，さらに主体的に取り組もうとする思いに高め，造形的な見方・考え方を働かせながら活動に取

り組むことができると考える。

　また，昨年度の研究において，子どもの思考を明確化した際に，造形的な視点を見いださせイメー

ジとつなげる指導方法が重要であることが明らかになった。造形的な見方・考え方を働かせる際も

同様の思考の流れがあり，昨年度の指導方法の充実を図ることで深い学びを実現するための有効な

指導方法であると考える。



−405−

濵﨑　昇平・奥　俊明・中原　大士・小江　和樹：図画工作科の特質に応じた深い学びを実現する学習指導

2.1. 表現や鑑賞への思いがつながり，高まる活動のめあての設定の基本的な考え方

　表現や鑑賞への思いは，各学習過程での材料や表現といった対象や事象との出合いやそれらに直

接働きかけることによって生まれるものである。その際，子どもは，造形的な視点を理解し，造形

的な見方・考え方を働かせながら表現方法などを思考し，表現や鑑賞への思いをさらにつなぎ，高

めていく。

　そこで，表現や鑑賞への思いを基に，造形的な見方・考え方を働かせた深い学びを実現するため

に，「活動のめあて」を，以下の観点で設定する。その際，題材で育みたい資質・能力を，発達の

段階や系統性などから明確にしておく。

　①　見いだされる造形的な視点の設定

　題材に含まれる造形的な価値を基に，参考作品や材料，用具・場所などの対象や事象から見

いだされる造形的な視点を設定し，整理する。

　②　各学習過程で働く造形的な見方・考え方を働かせた子どもの思考の具体化

　各学習過程の主な活動や題材の内容を視点に，各学習過程での表現や鑑賞場面における造形

的な見方・考え方を働かせた子どもの思考を具体化する。

　③　各学習過程で生まれる子どもの思いの想定

　見いだされる造形的な視点や各学習過程での子どもの思考を基に，表現や鑑賞を通して生ま

れる子どもの思いを想定し，活動のめあてを見いだす。

　具体的には，「〜をつくろう。」といった自分の思いやイメージを表現しようとする思いがつなが

り，高まるめあてや，「〜を工夫するにはどうすればいいか。」といった表現する際に見いだした課

題を追究しようとする思いがつながり，高まるめあてが考えられる。

　そして，実際の授業において，子どもが必要感をもって活動のめあてを認識できるようにするた

めに，「参考作品の提示」や「発問」，「試しの活動の場の設定」などを通して，子どもの表現や鑑

賞への思いを引き出していく。

2.2. 表現や鑑賞への思いがつながり，高まる活動のめあての設定の具体例

　第１学年「ころころころがれ」（転がるものをつくり，装飾する工作の題材）における，表現や

鑑賞への思いが高まる活動のめあての設定の一例（図２・３）を示す。
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2.3. 造形的な視点を見いださせ，自分のイメージとつなげる指導方法の充実の基本的な考え方

　「発問や板書」「教材，教具，題材名」の工夫を通した，造形的な視点を見いださせ，自分のイメー

ジとつなげる指導方法の充実を図る中で，「学びの過程の振り返り」を工夫していく必要性が見え

てきた。なぜなら，造形的な見方・考え方を働かせた学びの過程を振り返ることで，自分の成長や

よさ，可能性などに気付き，次の学習や生活・社会の中の対象とかかわる際も，造形的な見方・考

え方を働かせながら主体的に思考し，創造的に表現することができるようになると考えるからであ

る。

　「学びの過程を振り返らせるための工夫」とは，造形的な見方・考え方を基にした学びの過程を，

活動のめあてや工夫するポイントを視点に振り返らせたり，実際に表現する際にその過程に沿って

試行錯誤させたりして，学びの過程を自己認識させる指導方法のことである。

2.4. 造形的な視点を見いださせ，自分のイメージとつなげる指導方法の充実（学びの過程の振り

返り）の具体例

　第１学年「たのしいあそび」（粘土で楽しく遊んでいる様子を表現する立体の題材）において，

下記のような学びの過程を振り返る指導方法の一例（図４）を示す。

3. 図画工作科の特質に応じた深い学びを実現するための授業実践

3.1. 題材名

　「ゆめののりものふしぎたんけん」（第２学年）

3.2. 実践の立場

　本題材は，夢のような乗り物で，ジャングルや海中など不思議な世界を探検している様子を想像

しながら，空き箱や紙コップなどを使って，加工・構成する工作の題材である。

　本題材における深い学びとは，探険を通して新たなイメージをふくらませ，そのイメージに近づ

けるために見いだした「部分の形や色」といった造形的な視点を基に，自ら表現や鑑賞を連続発展

的に行う学びである。そこで，夢の乗り物をもっと工夫したいという思いがつながり，高まるよう

に「活動のめあて」を構造的に設定する。また「全体や部分の形や色」の工夫を視点にして表現で

きるようにするために，造形的な視点を見いださせ自分のイメージとつなげる発問や板書，教材，

教具などの具体的な働きかけを工夫する。
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3.3. 授業の実際

　 ア　題材の目標

　乗ってみたい夢の乗り物や探検したい場所を楽しく想像し，「全体の形や色」「部分の形や

色」といった造形的な視点を基に，自分や友達の作品を鑑賞しながら，自分なりの夢の乗り

物を表現することができる。

　イ　活動のめあて設定までのプロセス

　　　図５を参照

　ウ　指導方法

　　　図６を参照



−409−

濵﨑　昇平・奥　俊明・中原　大士・小江　和樹：図画工作科の特質に応じた深い学びを実現する学習指導

　エ　本時の実際（４／８時）※　一人の児童の思考・発言を中心に記載する。（図７）
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3.4. 結果と考察

　探検によって高まったイメージを，「○○をつくるためには，どんな工夫をすればいいかな。」と

いう活動のめあてを設定することで，子どもたちは「全体の形や色」「部分の形や色」といった造

形的な視点を見いだしながら，表現や鑑賞を繰り返す姿が見られた。また，イメージはもっていて

もなかなか表現することができない子どもに対して，発問や参考作品の提示など指導方法を工夫す

ることで，表現への見通しをもたせることができた。さらに，学びの過程を振り返らせることで，

子どもたちに，イメージをもち続けることのよさや造形的な視点を見いだし，見いだしたことを自

分の表現につなげることのよさを実感させることができた。

3. 今後の方向性

　本研究では，造形的な見方・考え方を働かせた深い学びを実現するために，「表現や鑑賞への思

いがつながり，高まる活動のめあての設定」「造形的な視点を見いださせ，自分のイメージとつな

げる指導方法の充実」を学習指導のポイントとして，授業実践を行ってきた。

　活動のめあてを設定する際，題材の内容や造形的な見方・考え方を働かせた思考の過程を整理し，

子どもの思いや表現上の課題を想定したことで，学習の目的が明確になり，思いやイメージを豊か

にしながら意欲的に造形的な創造活動に取り組む子どもの姿が見られた。

　また，対象や事象から見いだした造形的な視点を，イメージとつなげる指導方法を具体化したこ

とで，造形的な視点を広く，深く捉え，イメージを豊かにするなど，図画工作科の学びを深めてい

く子どもの姿が見られた。

　今後は，これまでの成果を基に，造形遊びや鑑賞といった，図画工作科の内容に応じた活動のめ

あての設定や指導方法の充実を図る必要がある。




